
＝
古
今
著
聞
集
（こ
こ
ん
ち
ょ
も
ん
じ
ゅ
う
）
。
鎌
倉
時
代
、
伊
賀
守
橘
成
季
に
よ
っ
て
建
長
六
年
（

年
）編
纂
さ
れ
た
世
俗
説
話
集
。
七
百
余
り
の
説
話
な
ど
を
神
祇
・釈
教
・
政
道
忠
臣
・公
事
・文
学
・和
歌
・管
絃
歌
舞
・
能
書
・術
道

古
今
著
聞
抄

1254

*1

・孝
行
恩
愛
・好
色
・武
勇
・弓
箭
・馬
芸
・相
撲
強
力
・
書
図
・蹴
鞠
・博
奕
・偸
盗
・祝
言
・哀
傷
・遊
覧
・宿
執
・闘
争
・
興
言
利
口
・恠
異
・変
化
・飮
食
・草
木
・魚
虫
禽
獣
の

編
に
ま
と
め
た
物
で
す
。

30

＝
つ
づ
る
。
あ
つ
め
る
。
「贅
」
は
剰
余
物
、
付
属
物
、
無
駄
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
「贅
文
」
は
無
駄
な
文
章
。
従
っ
て
「贅
せ
ず
」
は
余
計
な
事
は
書
か
な
い
と
言
う
意
味
。

贅
*2

凞
元
ー
豊
元
ー
弘
元
ー
興
元
ー
幸
松
丸
ー
元
就
ー
隆
元
ー
輝
元
ー
秀
就
…
。
廣
元
ま
で
は
大
江
姓
、
季
光
が
初
め
て
毛
利
姓
を

廣
元
・季
光
＝
【毛
利
家
家
系
】

維
光
ー
廣
元
ー
季
光
ー
経
光
ー
時
親
ー
貞
親
ー
親
衡
ー
元
春
ー
廣
房
ー
光
房
ー

大

江

毛

利

*3

名
乗
っ
た

＝
毛
利
元
春
の
こ
と
。

大
江
師
親

*4
著
聞
抄

に
ハ
椀
番
と
も
書
る
本
あ
り

此
番
所
を

*1
と
も
云

先
年
馬
廻
り
の
侍
詰
番
の
所
也

焼
火
の
門

其
外
の
役
所
は
部
屋
と
い
ふ

北
の
丸

臺
所
の
北
に
阿
り

此
所
に
木
工
方
を
置
て
城
中
乃

修
造
を
務
ら
し
む

俗
に

と
云
て

北
の
丸
の

内
作
事
方

号
を
呼
ふ
人
稀
な
り

北
の
丸
之
名
ハ
吉
田
城
并

【
２
１
頁
】廣

嶋
の
城
已
来
呼
来
て

当
城
ニ
も
其
名
を
用

井
上
櫓

北
の
丸
に
有
櫓
也

往
古
井
上
氏
某
此
地
の
守
り
た
り
し

故
に
呼
ふ

井
上
門

井
上
櫓
の
脇
に
有
故
呼
ふ
な
り

右
本
丸
分
也

此
丸
に
有
所
の
門
・
櫓
・
殿
舎
等
の
名
義

明
か
な
る
所
も
別
の
旨
阿
り
て
紀

さ
ず

其
名
義

詳

記
の
誤
記

ツ
マ
ビ
ラ

か
な
ら
す
所
も
省
き
て
爰
に
贅
せ
ず

余
ハ
是
に

*2

準
へ
知
る
へ
し

ナ
ゾ
ラ

北
櫓

【２
２
頁
】二

の
丸
の
北
の
詰
に
有
故
に
此
名
あ
り
と
い
へ
り

北
之
門

宮
崎

宮
崎
神
社
の
北
に
有

名
義
明
か
な
り

此
地
を

と
い
へ
り

丸
宮
崎
神
社

社
家
之
伝
記
云

当
社
ハ
元
来
甲
州
宮
崎
と
云
地

鎮
座

有
し
也

其
地
毛
利
廣
元
・
季
光

・
傳
領
之
所
里
也
し

ヒ
ロ
モ
ト

*3

故
に
当
家
の
本
居
の
神
と
す

後
大
江
師
親

之
時

本

拠

ニ

*4

至
り

藝
州
高
田
郡
吉
田
の
城
中
に
遷
座
阿
り

今
に
其
旧
地
を

と
い
へ
り

中
納
言
家
当
城

宮
崎
丸

宗
瑞
公
ノ
御
事

を
築
給
う
時
に

又
此
地
に
う
つ
し
崇
ら
る
ヽ
と
云
云

【２
３
頁
】本

社
八
幡
宮

三
座

( )Version 0.30嶋榛古實記 １



＝
（
た
ま
よ
り
び
め
）
綿
津
見
大
神
（
海
神
）
の
子
で
、
豊
玉
姫
の
妹
。
ト
ヨ
タ
マ
ビ
メ
が
産
ん
だ
ホ
オ
リ
の
子
で
あ
る
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
（
す
な
わ
ち
タ
マ
ヨ
リ
ビ
メ
の
甥
）
を
養
育
し
た
、
後
に
そ
の
妻
と
な
り
、
五
瀬
命
（い
つ
せ
）
、
稲
飯
命
（
い
な
ひ
）
、
御
毛

玉
依
姫

*1

沼
命
（み
け
ぬ
）、
若
御
毛
沼
命
（わ
か
み
け
ぬ
）・神
日
本
磐
余
彦
尊
（か
む
や
ま
と
い
わ
れ
び
こ
・後
の
神
武
天
皇
）
を
産
ん
だ
。

＝
（
ほ
ん
だ
の
す
め
ら
み
こ
と
）
第

代
応
神
天
皇
の
こ
と
。
諱
は
誉
田
別
尊
（ほ
む
た
わ
け
の
み
こ
と
）、
大
鞆
和
気
命
（
お
お
と
も
わ
け
の
み
こ
と
）
。
誉
田
天
皇
（
ほ
む
た
の
す
め
ら
み
こ
と
ほ
ん
だ
の
す
め
ら
み
こ
と
）、
胎
中
天
皇
（は
ら
の
う
ち
に
ま

誉
田
天
皇

/

*2

15

し
ま
す
す
め
ら
み
こ
と
）と
も
称
さ
れ
る

＝
（な
か
つ
ひ
め
の
み
こ
と
）
応
神
天
皇
の
皇
后
。
応
神
天
皇
と
の
間
に
仁
徳
天
皇
を
儲
け
る
。

仲
姫
命

*3

＝
神
格

国
津
神
の
元
締
め
、
国
造
り
の
神
、
農
業
神
、
商
業
神
、
医
療
神
、
神
徳

縁
結
び
、
他
す
べ
て
の
こ
と
に
発
揮
。
素
戔
嗚
尊
の
子
の
孫
と
い
う
説
や
、
第
６
・
７
世
の
孫
と
い
う
説
あ
り
。

大
巳
貴
尊

:
:

*4

＝
黄
泉
の
国
。
根
の
国
＝
大
地
、
地
面
。
底
の
国
＝
黄
泉
の
国
。
根
国
底
国
と
は
、
現
世
と
死
後
の
世
界
で
、
根
の
国
と
底
の
国
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
の
意
。
大
祓
祝
詞
に
出
て
く
る
根
国
、
底
国
と
は
あ
の
世
の
こ
と
。
そ
こ
に
お
ら
れ
る

根
国
底
国

*5

速
佐
須
良
比
売
（は
や
さ
す
ら
ひ
め
）と
い
う
神
は
、
罪
穢
を
洗
い
流
し
捨
て
去
つ
て
下
さ
る
神
。
サ
ス
ラ
ヒ
の
解
釈
の
一
つ
と
し
て
、
サ
ス
ル
（摩
擦
す
る
）と
い
う
意
味
が
あ
る
。
サ
ス
ラ
ヒ
ヒ
メ
と
は
総
て
の
悪
い
も
の
を
摩
擦
し
、
そ
の
穢
を
落
と
し
て
、
正

し
く
す
る
御
徳
に
対
し
て
名
づ
け
た
も
の
。
即
ち
根
国
、
底
国
で
は
、
罪
穢
を
再
び
美
し
い
元
の
姿
に
磨
き
清
め
て
下
さ
る
と
い
う
。
祓
と
は
正
し
い
姿
に
か
え
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

＝
（つ
い
な
）お
に
や
ら
い
、
ま
め
ま
き
。

追
儺

*6

＝
日
本
本
州
の
こ
と
。

豊
秋
津
洲

*7

( )Version 0.30嶋榛古實記 １

玉
依
姫

タ
マ
ヨ
リ
ビ
メ

*1

所
祭
神

誉
田
天
皇

ホ
ン
ダ
ノ
ス
メ
ラ
ミ
コ
ト

*2

神
功
皇
后

御
城
八
幡
宮

三
座神

功
皇
后

所
祭
神

応
神
天
皇

仲

姫

命

ナ
カ
ツ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト

*3

御
城
荒
神
社

三
座

神
素
戔
鳥
尊

鳴

所
祭
神

素
戔
鳥
尊

鳴

速
素
盞
鳥
尊

ハ

ヤ

ス

サ

ノ

オ

ノ

カ

ミ

【
２
４
頁
】右

傳
記
云

此
両
社
ハ
往
古
よ
り
此
地
に
鎮
座
之
神
な
り
と
云
云

荒
神
社
ハ
一

大
巳
貴
尊

と
云

一
ハ
素
戔
嗚
尊
を
祭

オ
オ
ナ
ム
チ
ノ
ミ
コ
ト

ニ

*4

と
い
へ
り

社
家
の
傳
記
異
同
紛
然
た
り

凡
神
代
よ
り
素
戔

オ
ヨ
ソ

ス
サ
ノ
オ

嗚
尊
は
根
国
底
国

に
追

給
ひ
て
豊
秋
津
洲

の
内
ニ
ハ

儺

ノ
ミ
コ
ト

オ
ニ
ヤ
ラ
イ

ト

ヨ

ア

キ

ツ

シ

マ

*5

*6

*7

崇
め
祭
ら
る
ヽ
例
な
し

爰
に
吉
田
家
の
傳
書
中
臣
抜

タ
メ
シ

抄
云

素
戔
嗚
尊
は
悪
神
と
て
日
本
に
ハ
勧
請
セ
ず
し
て

御
子
大
巳
貴
を
出
雲
大
社
と
勧
請
す
る
也

後
に
大
巳
貴

の
父
神
を
請
し
申
さ
る
ヽ

依
て
末
代
に
素
戔
嗚
尊
を
以
て

本
主
と
す

素
戔
嗚
尊
最
初
垂
跡
の
事
ハ
初
め

已
上
中
臣
ノ

抜
抄
之
詞
也



＝
兵
庫
県
姫
路
市
の
広
峰
山
山
頂
に
あ
る
廣
峯
神
社
。
全
国
に
あ
る
牛
頭
天
王
の
総
本
宮
（八
坂
神
社
も
牛
頭
天
王
総
本
宮
を
主
張
）
。
別
称
広
峯
牛
頭
天
王
。
素
戔
嗚
尊
・五
十
猛
命
を
主
祭
神
と
し
て
正
殿
に
祀
り
、
左
殿
に
奇
稲
田
姫
尊
・
足

廣
峯

ご
ず
て
ん
の
う

*1

摩
乳
命
・手
摩
乳
命
、
右
殿
に
宗
像
三
女
神
・
天
忍
穂
耳
命
・
天
穂
日
命
ほ
か
を
祀
る
。
摂
社
、
末
社
と
し
て
、
西
の
白
幣
山
に
は
吉
備
神
社
、
荒
神
社
、
本
殿
周
辺
に
熊
野
権
現
社
、
稲
荷
社
、
天
神
社
、
冠
者
殿
社
、
大
鬼
社
、
庚
申
社
、
山
王
権
現

唐
か
ら
帰
っ
た
吉
備
真
備
が
都
へ
戻
る
途
中
こ
の
地
で
神
威
を
感
じ
、
そ
れ

社
、
蛭
子
社
、
軍
殿
八
幡
社
、
地
養
社
、
東
の
峰
に
は
天
祖
父
神
社
を
祀
る
。
『
播
磨
鑑
』
に
は
「崇
神
天
皇
の
御
代
に
廣
峯
山
に
神
籬
を
建
て
」と
あ
る
。
天
平
５
年
（

年
）
、

733

の
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
素
盞
嗚
神
社

(

福
山
市)

社
伝
に
よ
れ
ば
吉
備
真
備
は
備
後
か
ら
勧
請
し
た
と
い
う
。
天
禄
３
年
（

年
）に
現
在
地
の
広
峰
山

を
聖
武
天
皇
に
報
告
し
た
こ
と
に
よ
り
、
翌
天
平
６
年
（

年
）、
白
幣
山
に
創
建
さ
れ
た

734

972

頂
に
遷
座
し
た
。
牛
頭
天
王
に
対
す
る
信
仰
は
、
御
霊
信
仰
の
影
響
に
よ
り
、
厄
い
を
も
た
ら
す
神
を
祀
る
こ
と
で
疫
病
や
災
厄
を
免
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
当
社
に
お
い
て
は
主
と
し
て
稲
作
の
豊
饒
を
祈
願
し
た
内
容
の
信
仰
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

「広
峯
信
仰
」と
呼
び
、
当
社
が
古
く
か
ら
農
業
の
神
と
し
て
崇
拝
さ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
明
治
の
神
仏
分
離
令
ま
で
は
天
王
山
増
福
寺
、
広
嶺
山
増
福
寺
等
と
称
し
、
江
戸
時
代
は
徳
川
将
軍
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
東
叡
山
寛
永
寺
の
支
配
下
に
あ
っ

た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
は
、
当
時
多
く
の
神
社
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
神
官
が
御
家
人
・
地
頭
を
兼
ね
繁
栄
し
た
。
湊
川
の
戦
い
に
も
出
陣
、
北
朝
の
側
に
つ
い
て
い
る
。
社
家
に
つ
い
て
は
、
古
く
は

家
あ
っ
た
と
伝
わ
る
が
、
永
禄

75

年
中
の
戦
乱
の
影
響
で
社
勢
が
衰
え
、
江
戸
時
代
頃
ま
で
に
「
広
峯
三
十
四
坊
」
が
残
り
、
そ
の
後
、
寛
文
年
中
に
は

家
、
安
永
年
中
に
は

家
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

家
と
い
う
社
家
の
枠
は
残
り
、
逼
塞
等
で
不
在
と
な
っ
た
家
は
他
の
社
家
が
兼

33

25

34

帯
し
た
。
江
戸
時
代
中
期
以
降
の
主
な
社
家
に
は
、
廣
峯
・
肥
塚
・魚
住
・椙
山
・谷
・小
松
原
・谷
口
・神
崎
・
金
田
・竹
田
・
竹
井
・柴
田
・
内
海
・福
原
・
粟
野
・大
坪
・
芝
・
馬
場
・尾
代
等
が
あ
る
。

＝
神
社
の
社
格
の
一
つ
。
国
家
の
重
大
事
、
天
変
地
異
の
時
な
ど
に
朝
廷
か
ら
特
別
の
奉
幣
を
受
け
た
。
後
朱
雀
天
皇
治
世
の
長
暦

年
（

年
）
に

社
目
の
日
吉
社
が
加
わ
り
、
白
河
天
皇
治
世
の
永
保
元
年
（

年
）に
制
度

二
十
二
社
註
式

3
1039

22
1081

*2

と
し
て
の
二
十
二
社
が
確
立
し
た
と
さ
れ
る
。
主
に
畿
内
の
神
社
か
ら
選
ば
れ
た
。
文
明
元
年
（

年
）に
吉
田
兼
倶
が
撰
し
た
と
さ
れ
る
『二
十
二
社
註
式
』]

に
は
冒
頭
に
二
十
二
社
の
成
立
次
第
を
揚
げ
て
い
る
。

1469

＝
現
在
の
左
京
区
、
北
白
川
と
岡
崎
。
か
つ
て
京
都
洛
外
、
山
城
国
愛
宕
郡
に
属
し
て
い
た
白
川
流
域
を
指
す
。
本
来
は
白
川
の
南
側
地
域
の
み
を
指
し
て
い
た
が
、
後
に
北
側
地
域
も
含
む
よ
う
に
な
り
南
側
を
「
南
白
河
・
下
白
河
」
（
現
在
の

山
城
白
川

*3

岡
崎
）北
側
を
「
北
白
河
」・と
称
し
た
（『山
城
名
勝
志
』）。
平
安
遷
都
直
後
の
白
河
は
鳥
辺
野
な
ど
と
と
も
に
葬
送
地
で
あ
っ
た
が
、
、
藤
原
良
房
が
白
河
に
別
業
（別
荘
）
で
あ
る
白
河
殿
を
造
営
し
て
以
後
、
別
業
・寺
院
の
建
立
が
相
次
い
だ
。

＝
中
臣
日
良
麻
呂
。
神
祇
伯
左
中
将
従
四
位
上
卜
部
氏
祖
（群
書
系
図
部
集
巻
第
百
七
十
七
大
中
臣
系
図
）

日
良
麻
呂

*4

＝
（は
や
た
ま
お
の
み
こ
と
）
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那
美
命
は
日
本
の
国
と
大
勢
の
神
々
を
産
ん
だ
夫
婦
の
神
様
。
妻
の
伊
邪
那
美
命
は
早
く
亡
く
な
っ
た
の
で
夫
、
伊
邪
那
岐
命
は
、
妻
伊
邪
那
美
命
を
現
世
へ
連
れ
戻
そ
う
と
し
て
黄
泉
の
国
へ迎
え
に

速
玉
男

*5

行
く
。
黄
泉
の
国
で
再
会
し
た
妻
、
伊
邪
那
美
命
は
夫
、
伊
邪
那
岐
命
の
願
い
に
応
え
て
現
世
に
帰
る
準
備
を
し
た
が
、
そ
の
間
絶
対
に
姿
を
見
て
は
な
ら
ぬ
と
約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
夫
、
伊
邪
那
岐
命
は
待
ち
き
れ
ず
に
妻
、
伊
邪
那
美
命
の
姿
を

覗
き
見
た
。
黄
泉
の
国
の
食
べ
物
を
口
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
穢
れ
て
醜
く
な
っ
た
妻
に
怖
れ
お
の
の
い
た
夫
、
伊
邪
那
岐
命
は
慌
て
て
そ
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
た
。
穢
れ
た
姿
を
見
ら
れ
た
妻
は
怒
り
狂
い
な
が
ら
、
逃
げ
る
夫
、
伊
邪
那
岐
命
を
追
い
か
け

た
。
妻
と
、
と
も
に
追
っ
て
く
る
邪
鬼
ど
も
を
振
り
切
っ
て
、

人
は
現
世
と
黄
泉
の
国
と
の
境
で
永
遠
の
別
れ
を
し
た
。
こ
の
後
で
夫
「
伊
邪
那
岐
命
」の
吐
い
た
唾
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「

（は
や
た
ま
の
お
の
み
こ
と
）」、
掃
き
払
っ
た
と
こ
ろ
か
ら

2

速
玉
男
命

生
ま
れ
た
の
が
「

（こ
と
さ
か
の
お
の
み
こ
と
）」
の

柱
の
神
様
と
い
う
神
話
。

事
解
男
命

2

＝
日
本
神
話
に
登
場
す
る
水
の
神
。
『
古
事
記
』
で
は
市
寸
島
比
売
命
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
市
杵
嶋
姫
命
と
表
記
す
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
オ
が
天
真
名
井
で
行
っ
た
誓
約
の
際
に
、
ス
サ
ノ
オ
の
剣
か
ら
生
ま
れ
た
五
男
三
女
神
の
一
柱
。
『
古

市
杵
嶋
姫

*6

事
記
』
で
は
２
番
目
に
生
ま
れ
た
神
で
、
別
名
が
狭
依
毘
売
命
（
さ
よ
り
び
め
の
み
こ
と
）で
あ
り
、
宗
像
大
社
（
福
岡
県
宗
像
市
）
の
中
津
宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
『
日
本
書
紀
』
本
文
で
は
３
番
目
に
、
第
二
の
一
書
で
は
最
初
に
生
ま
れ
た
と
し
て
お
り
、

第
三
の
一
書
で
は
最
初
に
生
ま
れ
た
瀛
津
嶋
姫
（お
き
つ
し
ま
び
め
）の
別
名
が
市
杵
嶋
姫
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
神
名
の
「イ
チ
キ
シ
マ
」
は
「
斎
き
島
」
の
こ
と
で
、
「
イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
」
は
神
に
斎
く
島
の
女
性
（
女
神
）と
い
う
意
味
。
厳
島
神
社
の
祭
神
と

も
な
っ
て
お
り
、
「
イ
ツ
ク
シ
マ
」と
い
う
社
名
も
「イ
チ
キ
シ
マ
」が
転
じ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

＝
（
き
っ
し
ょ
う
め
）

年
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
た
菅
原
道
真
公
の
夫
人
。
同
年
奧
州
胆
沢
郡
母
体
（
い
さ
わ
ぐ
ん
も
た
い
＝
現
在
の
奥
州
市
前
沢
区
母
体
）に
３
人
の
子
ど
も
と
従
臣
と
と
も
に
配
流
さ
れ
、

年
道
真
公
の
訃
報
を
受
け
て
病
に
伏

吉
祥
女

*7

901

903

し
、

年
に
逝
去
し
た
。

906

社
註
式

播
磨
の
明
石
浦
に
垂
跡
し
て

同
国
廣
峯

に
移
す

二
十
二

*1

*2

吉
備
公
帰
朝
の
日
に
崇
奉
る

貞
観
十
一
年
始
て

峯
相
記
に

見
え
た
り

吉

備

真

備

【
２
５
頁
】播

州
よ
り
遷
座

山
城
白
川

に
移
利

同
十
八
年

改

雑

二
十
二

舊
書
証

社
註
式

*3

咸
神
院
ニ
う
つ
す

吉
田
家
曟
祖
日
良
麻
呂

其
事

六
月
ニ

*4

に
預
る

是
則
素
戔
嗚
尊
を
祭
る
起
源
と
云
云

中

臣
抜
抄

ニ
見
え
た
り

熊
野
社

三
座

速

玉

男

ハ
ヤ
タ
マ
ノ
オ
（
ノ
ミ
コ
ト
）

*5

所
祭
神

伊
弉
冉
尊

イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

事
解
男

コ
ト
サ
カ
ノ
オ

＊
５

末
社

厳
島
社

一
座

所
祭
神

市
杵
嶋
姫

イ

チ

キ

シ

マ

ヒ

メ*6

天
神
社

三
座

所
祭
神

中
将
殿

菅
相
国

吉
祥
女

在

原

業

平

菅

原

道

真

キ
ッ
シ
ョ
ウ
メ

*7
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＝
（
ま
ろ
う
ど
の
み
や
）他
の
地
域
か
ら
来
訪
し
、
そ
の
土
地
で
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
神
を
客
人
神
と
い
う
。

客
人
宮

*1

＝
倉
稲
魂
大
神
（
う
か
の
み
た
ま
の
お
お
か
み
）。

稲
を
は
じ
め
穀
物
を
司
る
神
（
保
食
神
）。
五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
生
活
全
般
の
幸
福
を
お
願
い
す
る
神
。

倉
稲
魂

*2

＝
（み
ょ
う
ぶ
）律
令
制
下
の
日
本
に
お
い
て
従
五
位
下
以
上
の
位
階
を
有
す
る
女
性
、
な
い
し
官
人
の
妻
の
地
位
を
示
す
称
号
。
ま
た
は
稲
荷
狐
の
異
名
。

命
婦
宮

*3

＝
次
頁
の
八
つ
の
神
殿
。

頁
注
２
参
照
。

八
神
殿

*4

28

＝
（
タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
ミ
コ
ト
）
本
来
は
高
木
の
神
格
化
さ
れ
た
も
の
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
「産
霊
（む
す
ひ
）
」は
生
産
・
生
成
を
意
味
す
る
言
葉
で
、
神
皇
産
霊
神
と
と
も
に
「
創
造
」を
神
格
化
し
た
神
で
あ
り
、
女
神
的
要
素
を
持

高
皇
産
霊
尊

*5

つ
神
皇
産
霊
神
と
対
に
な
っ
て
男
女
の
「
む
す
び
」
を
象
徴
す
る
神
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
天
照
大
神
の
御
子
神
・
天
忍
穂
耳
命
（
ア
メ
ノ
オ
シ
ホ
ミ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）が
高
皇
産
霊
神
の
娘
と
結
婚
し
て
生
ま
れ
た
の
が
天
孫
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
で
あ
る
の
で
、

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
は
天
孫
ニ
ニ
ギ
の
外
祖
父
に
相
当
す
る
。

＝
カ
ミ
ム
ス
ビ
（
カ
ミ
ム
ス
ヒ
、
カ
ム
ム
ス
ビ
）
は
、
日
本
神
話
の
神
。
『
古
事
記
』
で
は
神
産
巣
日
神
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
神
皇
産
霊
尊
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
で
は
神
魂
命
と
書
か
れ
る
。
天
地
開
闢
の
時
、
天
御
中
主
神
・高
皇
産
霊
神
の
次
に
高

神
皇
産
霊
尊

*6

天
原
に
出
現
し
、
造
化
の
三
神
の
一
と
さ
れ
る
。
本
来
は
性
の
な
い
独
神
で
あ
る
が
、
造
化
三
神
の
中
で
こ
の
神
だ
け
が
女
神
で
あ
る
と
も
さ
れ
る
。
ま
た
、
先
代
旧
事
本
紀
に
お
い
て
は
、
高
皇
産
霊
神
の
子
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
。
大
国
主
が
兄
神

ら
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
と
き
、
大
国
主
の
母
が
神
産
巣
日
神
に
願
い
出
、
神
皇
産
霊
尊
に
遣
わ
さ
れ
た
蚶
貝
姫
と
蛤
貝
姫
の
治
療
に
よ
っ
て
大
己
貴
命
は
蘇
生
す
る
。

＝
（
ア
メ
ノ
タ
ヂ
カ
ラ
ヲ
）
は
、
日
本
神
話
に
登
場
す
る
神
。
『
古
事
記
』
で
は
天
手
力
男
神
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
天
手
力
雄
神
と
表
記
さ
れ
る
。
岩
戸
隠
れ
の
際
、
岩
戸
の
脇
に
控
え
て
お
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
が
岩
戸
か
ら
顔
を
の
ぞ
か
せ
た
時
、
ア
マ

手
力
雄
命

*7

テ
ラ
ス
を
引
き
ず
り
出
し
て
世
界
に
明
る
さ
が
戻
っ
た
。
力
の
神
、
ス
ポ
ー
ツ
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
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山
王
社

一
座

【２
６
頁
】

所
祭
神

素
戔
嗚
尊

一
書
云

稲
荷
社

三
座

客
人
宮

マ
ロ
ウ
ド
ノ
ミ
ヤ

*1

魂

所
祭
神

倉
稲

ウ
カ
ノ
ミ
タ
マ

*2
命
婦
宮

ミ
ョ
ウ
ブ

*3

歸
一
権
現
霊
社

三
座

所
祭
神

社
家
深
秘
云
云

歸
一
権
現
霊
社

三
座

今

社
家
深
秘
云
云

八
神
殿

八
座

*4

【
２
７
頁
】

所
祭
神

高
皇
産
霊
尊

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
ノ
ミ
コ
ト

*5

神
皇
産
霊
尊

カ

ミ

ム

ス

ビ

ノ

ミ

コ

ト

*6

玉
皇
産
霊
尊

生
皇
産
霊
尊

イ

ク

ム

ス

ビ

ノ

ミ

コ

ト

是
皇
産

霊

尊

足
カ

タ
ル
ム
ス
ビ
ノ
ミ
コ
ト

大
宮
売
女
尊

オ

オ

ミ

ヤ

メ

ノ

ミ

コ

ト

御
食
津
命

オ

オ

ミ

ケ

ツ

ヒ

コ

事
代
主
命

コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト

日
本
国
中
神
祇
惣
社

一
座

所
祭
神

三
千
余
神

神
明
内
宮

三
座

【２
８
頁
】

手
力
雄
命

タ
ジ
カ
ラ
オ
ノ
ミ
コ
ト

*7

所
祭
神

天
照
皇
太
神



＝
、
日
本
神
話
に
登
場
す
る
神
。
『古
事
記
』で
は
萬
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
（よ
ろ
づ
は
た
と
よ
あ
き
つ
し
ひ
め
の
み
こ
と
）
、
『日
本
書
紀
』本
文
で
は
栲
幡
千
千
姫
命
、
一
書
で
は
栲
幡
千
千
媛
萬
媛
命
（
た
く
は
た
ち
ぢ
ひ
め
よ
ろ
づ
ひ
め
の
み
こ
と
）、

萬
幡
姫

*1

天
萬
栲
幡
媛
命
（
あ
め
の
よ
ろ
づ
は
た
ひ
め
の
み
こ
と
）
、
栲
幡
千
幡
姫
命
（
た
く
は
た
ち
は
た
ひ
め
の
み
こ
と
）と
表
記
さ
れ
る
。
で
は
高
皇
産
霊
神
（高
木
神
）の
娘
。
天
照
大
神
の
子
の
天
忍
穂
耳
命
と
結
婚
し
、
天
火
明
命
と
瓊
瓊
杵
尊
を
産
ん
だ
。

＝
（に
に
ぎ
の
み
こ
と
）天
照
大
神
の
子
で
あ
る
天
忍
穂
耳
尊
と
、
高
皇
産
霊
尊
の
娘
で
あ
る
栲
幡
千
千
姫
命
（萬
幡
豊
秋
津
師
比
売
命
）の
子
。
『日
本
書
紀
』の
一
書
で
は
天
火
明
命
の
子
と
さ
れ
て
い
る
。

瓊
々
杵
尊

*2
豊
受
皇
太
神

倉
稲

＝
（
ト
ヨ
ウ
ケ
ノ
オ
オ
カ
ミ
）伊
勢
神
宮
外
宮
に
祭
る
衣
食
住
の
守
り
神
。
中
世
に
お
い
て
豊
受
大
神
は
、
天
御
中
主
神
（
あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
）さ
ら
に

国
常
立
尊
（く
に
の
と
こ
た
ち
の
み
こ
と
）と
同
体
視
さ
れ
、
そ
の
御
顕
現
の
神
を

*3

（
稲
荷
大
神
）
と
申
す
。
日
天
・
火
徳
の
天
照
大
御
神
に
対
し
、
月
天
で
あ
り
水
徳
を
担
う
宇
宙
の
根
源
的
な
神
で
あ
る
と
さ
れ
、
豊
受
皇
太
神
（
と
よ
う
け
す
め
お
お
み
か
み
）
、
さ
ら
に
天
照
坐
止
由
気
（
あ
ま
て
ら
し
ま
す
と
ゆ
け
）
皇
太
神

魂
命

と
も
呼
ば
れ
た
。
稲
の
豊
穣
に
か
か
わ
る
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
る
。

＝
天
児
屋
根
命
（
ア
メ
ノ
コ
ヤ
ネ
ノ
ミ
コ
ト
）
。
日
本
神
話
に
登
場
す
る
神
。
神
社
の
祭
神
と
し
て
は
天
児
屋
根
命
と
も
表
記
さ
れ
る
。

と
も
呼
ぶ
。
妻
は
天
美
津
玉
照
比
売
命
（あ
め
の
み
つ
た
ま
て
る
ひ
め
の
み
こ
と
）。
居
々
登
魂
命

児
屋
根
命

春
日
権
現

*4

の
子
。
岩
戸
隠
れ
の
際
、
岩
戸
の
前
で
祝
詞
を
唱
え
、
天
照
大
神
が
岩
戸
を
少
し
開
い
た
と
き
に
太
玉
命
と
と
も
に
鏡
を
差
し
出
し
た
。
天
孫
降
臨
の
際
ニ
ニ
ギ
に
随
伴
し
、
中
臣
連
な
ど
の
祖
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
名
前
の
「コ
ヤ
ネ
」は
「小
さ
な
屋
根

（の
建
物
）」
の
意
味
で
、
託
宣
の
神
の
居
所
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
中
臣
連
の
祖
神
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
臣
鎌
足
を
祖
と
す
る

と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。
祝
詞
の
神
、
出
世
の
神
と
も
さ
れ
る
。

藤
原
氏
の
氏
神

＝
八
神
殿
（
は
っ
し
ん
で
ん
）は
、
日
本
の
律
令
制
の
下
で
神
祇
官
西
院
に
設
け
ら
れ
た
、
天
皇
を
守
護
す
る
八
神
を
祀
る
神
殿
で
あ
る
。
八
神
殿
に
祀
ら
れ
る
神
は
以
下
の
神
で
あ
る
。
『延
喜
式
』と
『
古
語
拾
遺
』で
表
記
が
異
な
る
が
、
同
じ
神
で

八
神
殿

*5

あ
る
。
延
喜
式

古
語
拾
遺

読
み

第
一
殿

神
皇
産
霊
神

か
み
む
す
び
の
か
み

第
二
殿

高
皇
産
霊
神

た
か
み
む
す
び
の
か
み

第
三
殿

魂
留
産
霊

た
ま
つ
め
む
す
び

第
四
殿

生
産

/

神
産
日
神

高
御
産
日
神

玉
積
産
日
神

生
産
日
神

霊

い
く
む
す
び

第
五
殿

足
産
霊

た
る
む
す
び

第
六
殿

大
宮
売
神

お
お
み
や
の
め
の
か
み

第
七
殿

御
膳
神

み
け
つ
か
み

第
八
殿

事
代
主
神

こ
と
し
ろ
ぬ
し
の
か
み

足
産
日
神

大
宮
売
神

御
食
津
神

事
代
主
神

＝
日
本
神
話
に
登
場
す
る
水
の
神
。
『
古
事
記
』
で
は
市
寸
島
比
売
命
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
市
杵
嶋
姫
命
と
表
記
す
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
オ
が
天
真
名
井
で
行
っ
た
誓
約
の
際
に
、
ス
サ
ノ
オ
の
剣
か
ら
生
ま
れ
た
五
男
三
女
神
の
一
柱
。

市
杵
嶋
姫

*6

『
古
事
記
』で
は
２
番
目
に
生
ま
れ
た
神
で
、
別
名
が
狭
依
毘
売
命
（さ
よ
り
び
め
の
み
こ
と
）で
あ
り
、
宗
像
大
社
（福
岡
県
宗
像
市
）
の
中
津
宮
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
『日
本
書
紀
』
本
文
で
は
３
番
目
に
、
第
二
の
一
書
で
は
最
初
に
生
ま
れ
た
と
し
て
お

り
、
第
三
の
一
書
で
は
最
初
に
生
ま
れ
た
瀛
津
嶋
姫
（お
き
つ
し
ま
び
め
）
の
別
名
が
市
杵
嶋
姫
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
神
名
の
「イ
チ
キ
シ
マ
」は
「斎
き
島
」の
こ
と
で
、
「
イ
チ
キ
シ
マ
ヒ
メ
」
は
神
に
斎
く
島
の
女
性
（女
神
）と
い
う
意
味
。
厳
島
神
社
の
祭

神
と
も
な
っ
て
お
り
、
「イ
ツ
ク
シ
マ
」と
い
う
社
名
も
「イ
チ
キ
シ
マ
」
が
転
じ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

萬
幡
姫

ヨ
ロ
ズ
ハ
タ
ノ
ヒ
メ

*1

神
明
外
宮

四
座

大
玉
命

所
祭
神

四
座

瓊
々
杵
尊

ニ

ニ

ギ

ノ

ミ

コ

ト

*2

豊
受
皇
太
神

ト

ヨ

ウ

ケ

ノ

オ

オ

カ

ミ

*3

児
屋
根
命

コ

ヤ

ネ

ノ

ミ

コ

ト

*4

左

還

す

右
当
時
社
家
の
傳
説
也

昔
年
當
社
の
大
宮
司
井
上
某

罪
あ
り
て

語
り
傳
り
し
ハ
当
社
に
ハ
神
殿
・
内
宮
・
外
宮
・
日
本
国
中

故
に
此
家

改

せ
り

姓惣
摂
社
等
崇
奉
ら
る
ヽ
事
ハ
由
緒
有
事
也

是
は
藝
州

吉
田
村
に
山
城
の
吉
田
の
神
社
を
移
し
祭
ら
れ
侍
り
し
を

此
地
ニ
も

欠
字

遷
座
阿
る
成
り
と
云
云

此
説
に
據
れ
者

当
社
も
山
州
の
吉
田
ニ

バ

【
２
９
頁
】

祭
ら
る
ヽ
所
と
同
し
事
に
や

山
城
吉
田
に
祭
る
所
左
の
如
し

八
神
殿

額
元
本
八
神
殿

在
大
元
宮

後
南
向

*5

外
宮
殿

額
外
宮
宗

在
八
神
殿
ノ

西

内
宮

額
内
宮
源

在
八
神
殿
ノ

東
右
所
祭
神
與
當
社
同

東
西

日
本
国
中
惣
摂
社

在
大
元
宮

百
二
十
神

二
百
八
十
六
神

額

額

山
城
国
中

大
和
国
中

以
下
畧

之

額
ノ
書
法
如
此

東
方
北
始

山
城

西
方
ノ
北

ス

リ

ニ

至

對
馬

通
計
額
六
十
八

是
所
日
本
六
十
六
州

壱
岐

對
馬

ル

ニ

如
二
嶋

祭
神
三
千
六
十
三
神

吉
田

壱
岐

与
延
喜
式
大

對
馬

同
小
異
ナ
リ

家
之
勧
請
ニ
而

有

別
傳
云
云

ト

【
３
０
頁
】

弁
天
社

一
座

所
祭
神

市
杵
嶋
姫

イ

チ

キ

シ

マ

ヒ

メ*6
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＝
日
本
神
話
に
登
場
す
る
神
。
『
古
事
記
』
お
よ
び
『
日
本
書
紀
』
の
天
孫
降
臨
の
段
に
登
場
し
『
古
事
記
』
で
は
猿
田
毘
古
神
・
猿
田
毘
古
大
神
・
猿
田
毘
古
之
男
神
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
猿
田
彦
命
と
表
記
す
る

邇
邇
芸
尊
が
天
降
り
し
よ

猿
田
彦
命

*1

う
と
し
た
と
き
、
天
の
八
衢
（
や
ち
ま
た
）
に
立
っ
て
高
天
原
か
ら
葦
原
中
国
ま
で
を
照
ら
す
神
が
い
た
。
そ
の
神
の
鼻
長
は
七
咫
、
背
長
は
七
尺
、
目
が
八
咫
鏡
の
よ
う
に
、
ま
た
ホ
オ
ズ
キ
の
よ
う
に
照
り
輝
い
て
い
る
と
い
う
姿
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
天

照
大
神
と
高
木
神
は
天
宇
受
売
命
（
あ
め
の
う
ず
め
）に
、
そ
の
神
の
元
へ行
っ
て
誰
で
あ
る
か
尋
ね
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
の
神
が
国
津
神
の
猿
田
彦
で
、
邇
邇
芸
尊
ら
の
先
導
を
し
よ
う
と
迎
え
に
来
た
の
で
あ
っ
た
。
邇
邇
芸
尊
ら
が
無
事
に
葦
原
中
国

に
着
く
と
、
邇
邇
芸
尊
は
天
宇
受
売
神
に
、
そ
の
名
を
明
ら
か
に
し
た
の
だ
か
ら
、
猿
田
彦
を
送
り
届
け
て
、
そ
の
名
前
を
つ
け
て
仕
え
る
よ
う
に
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
天
宇
受
売
神
は
「猿
女
君
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

＝
第

代
仁
徳
天
皇
の
こ
と
。
名
は
大
雀
命
（お
ほ
さ
ざ
き
の
み
こ
と
）（
『古
事
記
』）、
大
鷦
鷯
尊
（お
ほ
さ
ざ
き
の
み
こ
と
）
大
鷦
鷯
天
皇
（お
ほ
さ
ざ
き
の
す
め
ら
み
こ
と
）
・聖
帝
（
『日
本
書
紀
』
）・難
波
天
皇
（『万
葉
集
』
）。

大

尊

鷦
鷯

*2

16

＝
す
べ
ま
と
め
る
こ
と
。
（或
い
は
僧
録
か
。
）

惣
録

*3

＝
仁
和
寺
総
法
務
宮
。

法
務
宮

*4

＝
（
そ
）
箇
条
を
分
け
て
陳
述
。
書
物
等
を
註
釈
す
る
。
意
義
を
と
く
。
本
文
の
意
が
閉
塞
す
る
と
こ
ろ
を
分
疏
す
る
意
。
因
み
に｢

解｣

は
本
文
の
難
所
を
講
解
す
る
意
。｢

註｣

は
訓
釈
。｢

述｣

は
文
章
著
述
の
こ
と
。｢

傳｣

は
経
を
主
と
し
て
別
に
書
を
編
集

疏
*5

す
る
事
を
言
う
。
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庚
申
社

一
座

所
祭
神

猿
田
彦
命

サ
ル
タ
ヒ
コ
ノ
ミ
コ
ト

*1

若
宮

一
座

所
祭
神

大

尊

鷦
鷯

オ

ホ

サ

ザ

キ

ノ

ミ

コ

ト*2

荒
川
櫓満

願
寺
の
東
に
阿
り

此
地
満
願
寺
家
老
荒
川
氏

居
住
す

故
に
此
名
あ
り

満
願
寺當

寺
ハ
聖
武
皇
帝
天
平
年
中
に
藝
州
西
条
鏡
山

【
３
１
頁
】の

梺
に
草
創

行
基
菩
薩
の
造
寺
住
持
す
と
云
云

時
宗
た
り
し
を
後
改
宗
し
て
真
言
の
道
場
と
す

中
興
開
山
覚
秀
僧
都
招
居

当
寺
の
説
ニ
後
吉
田
郷

郡
山
に
移
す
と
云
云

な
り

当
寺
ハ
仁
和
寺
の
院
家
地
也

慶
長
年
中
に

門
ニ
当
る

当
寺
を
当
城
に
移
し
て
今
の
地
に
有
り

是
当
城
よ
り

登

（
註
）
「
登
門
」
は
「
北
門
」
の
誤
記
か
）

防
長
両
国
の
密
宗
の
惣
録

と
し
て
諸
寺
を
所
務
す
へ
き

*3

の
由
御
宝
法
務
宮

よ
り
令
旨
を
給
ハ
り
て

累
世

*4

羪
と
云

寺
号
満
願

是
を
傳
法
と
号

院
号
を
安ア

ン
ヨ
ウ

寺
と
い
ふ

其
義
秘
蔵
宝
論
ニ
云

法
ノ
名
諸
仏
師

佛
傳
法
人
也
ト
云
云

尊
勝
陀
羅
尼
経

疏

ニ
云

ノ

*5

阿
弥
陀
佛
国

或

謂
安
養

或
謂
安
等

云
云

呼
字

安

楽

カ

ハ

ト

ト

【
３
２
頁
】

義
ニ
て
能
満

一
切
衆
生

希
願

是
云
能
満
願
義
ト
云
云

ス

ノ

ヲ

蓋
此
義
ニ
據
れ
り
と
云
云

往
古
ハ
本
堂
に
阿
弥
陀
佛
ヲ

羪
院
の
号
ハ
其
義
に
據
れ
た
り
と

安
置
せ
し
に
や

安ア
ン
ヨ
ウ

る

見
ゆ
る
と
僧
衆
の
古
老
ハ
申
傳
へ
侍
り

藝
州
吉
田

満
願
寺
有
し
時

艸
云

元
就
公
詠満

願
寺
に
て
椿
を
見
侍
り
て

面
影
ハ
太
山
木
な
か
ら
花
ざ
と
母

今
朝
白
露
の
玉
椿
か
な

ミ

も

梓
弓
春
の
ひ
か
り
の
玉
椿

八
千
世
も
同
じ
盛
り
を
や
見
ん

椿
ハ
八
千
歳
を
春
と
し

八
千
歳
を
秋
と
す
る
よ
し
傳
れ
ハ

分
国
の
栄
へ
お
し
は
か
る
禮
候

れ

【
３
３
頁
】



＝
詠
ん
だ
歌
や
俳
諧
を
紙
に
書
い
た
も
の
。
詠
進
を
す
る
と
き
な
ど
の
公
式
の
竪(

た
て)

詠
草
と
、
添
削
を
請
う
と
き
な
ど
の
折
り
詠
草
と
が
あ
る
。

詠
草

*1

＝
（
さ
ん
じ
ょ
う
に
し

さ
ね
き
、
永
正
８
年
８
月
４
日
～
天
正
７
年
１
月

日)

戦
国
時
代
の
公
家
・
歌
人
・
古
典
学
者
。
初
名
は
実
世
、

歳
の
時
に
実
澄
、

歳
の
時
に
実
枝
と
改
め
た
。
法
名
は
豪
空
、
玄
覚
。
号
は
三
光
院
。
官
位
は
内

西
三
条
実
澄

*2

24

34

64

大
臣
正
二
位
。
後
、
織
田
信
長
の
推
挙
に
よ
り
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
た
。
三
条
西
家
に
代
々
伝
わ
る
古
今
伝
授
は
一
子
相
伝
の
秘
事
。
毛
利
元
就
の
死
後
「
毛
利
元
就
詠
草
連
歌
」
２
巻
２
冊
を
元
亀
３
年
（
１
５
７
２
）
当
代
和
歌
連
歌
の
第
一
人
者
で
あ

る
里
村
紹
巴
、
聖
護
院
道
澄
と
共
に
編
纂
し
て
い
る
。
（財
団
法
人

防
府
毛
利
報
公
会
所
有
。
山
口
県
文
化
財
）

（以
下
）＝｢

于
時
元
亀
第
三
暦
仲
呂
吉
辰
懸
車
老
翁
特
進
実
澄｣

が
正
し
い
。
（
毛
利
元
就
詠
草<

毛
利
元
就
詠
草
自
筆
稿
本
残
巻>)

元
亀
第
二
暦

*3

＝
年
老
い
て
官
職
を
辞
す
る
こ
と
。
七
十
歳
の
別
称
。

懸
車

*4

＝
「
萩
古
実
記
未
定
之
覚
」で
は
行
件
僧
都
。

良
件
僧
都

*5

＝
（
り
し
ゅ
き
ょ
う
）「
金
剛
頂
経
」
の
第
６
会
に
あ
た
る
密
教
の
経
典
。
主
に
真
言
宗
各
派
で
読
誦
さ
れ
る
。
『
理
趣
経
』
と
い
う
場
合
は
、
「大
楽
金
剛
不
空
真
実
三
摩
耶
経
」
（た
い
ら
き
ん
こ
う
ふ
こ
う
し
ん
じ
さ
ん
ま
や
け
い
、
大
い
な
る
楽
は
金
剛
の

理
趣
経

*6

ご
と
く
不
変
で
空
し
か
ら
ず
し
て
真
実
な
り
と
の
仏
の
覚
り
の
境
地
を
説
く
経
）、
あ
る
い
は
「
般
若
波
羅
蜜
多
理
趣
品
（は
ん
に
ゃ
は
ら
み
た
り
し
ゅ
ぼ
ん
）」
の
略
で
あ
る
。

＝
三
昧
（
さ
ん
ま
い
、

ā

サ
マ
ー
デ
ィ
の
音
写
）仏
教
に
お
け
る
禅
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
お
け
る
瞑
想
に
お
い
て
、
精
神
集
中
が
深
ま
り
き
っ
た
状
態
の
こ
と
。
サ
マ
ー
デ
ィ
は
三
摩
提
、
三
摩
地
な
ど
と
も
音
写
さ
れ
る
。

三
摩
地

Sam
dhi,

*7

＝
中
国
後
漢
朝
に
つ
い
て
書
か
れ
た
歴
史
書
。
二
十
四
史
の
一
つ
。
本
紀
十
巻
、
列
伝
八
十
巻
、
志
三
十
巻
の
全
百
二
十
巻
か
ら
な
る
紀
伝
体
。
成
立
は
５
世
紀
南
北
朝
時
代
の
南
朝
宋
の
時
代
で
編
者
は
范
曄
（
は
ん
よ
う
、

年
～

年
）。

後
漢
書

*8

398

445
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右
彼
卿
の
御
詠
草

の
批
判
の
詞
ハ

西
三
条
実
澄
卿

*1

*2

書
給
へ
り

彼
奥
書
之
詞
書
畧
之

号
称

名
院

郭
公
し
た
ひ
も
阿
へ
ぬ
一
こ
ゑ
に

名
残
露
け
き
森
の
下
草

神
や
な
る
う
け
つ
く
道
も
我
国
と

世
を
敷
嶋
の
大
和
こ
と
の
は

知

于
時
元
亀
第
二
暦

仲
呂
吉
辰
懸
車

老
翁
特

進

實

七
十
歳
ノ
事

ノ

メ

ス
ト

*3

*4

澄

と
云
云

ニ本
堂本

尊

千
手
観
音
行
基
菩
薩
作

護
摩
堂

本
尊

不
動
明
王
弘
法
大
師
作

天
満
宮

【
３
４
頁
】満

願
寺
西
に
阿
り

菅
神
真
政
の
画
像
を
安
置
し
て

道

真

カ

崇
め
祭
ら
る
ヽ

所
祭
神

菅
大
臣

三
摩
地
院

号
高
岑
山
三
摩
地
院
永
長
寺

当
院
ハ
元
来
藝
州
江
田
村
に
有
て
真
言
の
道
場
也

開
基
・
時
代
詳
な
ら
す

爰
に
前
黄
門
大
江
卿
の

加
持
僧
良
件
呼
僧
都

を
以
て
住
持
職
と
す

于
時

ト

キ

ニ

*5

天
正
八
年
春
二
月
入
院
云
云

故
に
良
呼
僧
都
を

中
興
の
祖
と
す

後
に
国
君
当
城
に
移
り
居
給
ふ

良
呼
も
共
駕
に
倍
従
し

古
春
日
の
薬
師
堂
に

陪

暫
く
住
居
す

今
の
寺
院
当
城
の
鬼
門
に
当
れ
る

【
３
５
頁
】故

に
一
宇
越
創
建
し

呼
件
を
開
山
始
祖
と
し
て
藝
州

を

の
古
号
高
峯
山
三
摩
地
院
永
長
寺
を
以
名
と
す

山
号
ハ
呼
字
義
文
に
高
峯
觀
三
味
と
云
義
に
據

れ
り

院
号
ハ
理
趣
経

の
金
剛
三
摩
地

の
義
を
取
り

*6

*7

永
長
の
二
字
ハ

後
漢
書

ニ
稟

国

永
長

為
後
代
之

ウ
ク
ル
事

ヲ

*8

法
と
云
文
を
用
ひ
て

国
家
永
長
の
義
を
祝
し
た
り

と
云



＝
（か
ぶ
き
も
ん
）
門
柱
に
貫
（
ぬ
き
）を
か
け
た
も
の
。
江
戸
時
代
に
は
櫓
門
や
楼
門
で
は
な
い
平
門
を
指
し
て
い
た
が
、
明
治
以
降
は
屋
根
を
持
た
な
い
門
を
指
す
こ
と
が
多
い
。

冠
木
門

*1

＝
三
階
矢
倉
と
も
い
う
。

三
重
門

*2

＝
水
時
計
の
こ
と

漏
刻

*3
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本
堂本

尊

観
世
音
菩
薩
行
基
菩
薩
作

三
摩
地
櫓

三
摩
地
院
の
東
に
あ
り

故
に
此
名
あ
り

【
３
６
頁
】

舟
入
門

三
摩
地
院
の
東
に
阿
り
海
面
の
門
な
り

此
門
外
に
船
場

あ
り

故
に
此
名
を
呼
ふ

塩
櫓

冠
木
門
の
東
北
に
阿
り

此
櫓
に
塩
を
多
く
貯
へ
置
れ
し

カ

ブ

キ

故
に
此
名
阿
り
と
云
云

一
説
潮
見
櫓
と
云

海
面
の
潮
の
乾
満
を
窺
見
る

干

満

故
に
此
名
阿
り
し
を
後
ハ
畧
し
て
塩
櫓
と
云
也

冠
木
門

カ

ブ

キ

*1

臺
所
門
よ
り
時

門
に
出
る
中
間
の
門
也

塩
櫓
の
脇
に

鞁

ト
キ
ウ
チ

有

門
の
形
を
以
て
名
と
す

【
３
７
頁
】

革
櫓

冠
木
門
の
北
に
有

此
櫓
に
牛
馬
の
革
多
く
貯
へ
置
て
軍

カ

ブ

キ

器
の
用
と
す

故
に
此
名
有

三
重
門
*2

時

門
乃
東
脇
に
有
り

義
ハ
称
号
の
ご
と
し

鞁
の

時

門
鞁

ト
キ
ウ
チ搦

手
口
の
東
の
門
を
云
り

時

門
と
い
ふ
事
ハ
此
門
の

鞁
止
幾

宇
知

ト
キ
ウ
チ

鞁
を
置
て
昼
夜
の
長
短
と
十
二
の

西
方
の
櫓
に
漏
刻

の
*3

時
刻
を
告
知
ら
し
む
故
に
称
す
る
也

鞁
櫓

時ト
キ
ウ
チ

鞁
を
置

故
に

搦
手
口
の
門
の
西
に
阿
り

此
櫓
に
漏
刻
の

【
３
８
頁
】此

名
阿
り

志
於
美
櫓

時

と
は
大
手
搦
手
の

鞁
櫓
の
西
に
阿
り

古
老
云

志
於
美

也

羅
倶

ト
キ
ウ
チ

兵
士
の
虚
実
を
窺
ひ
見
る
故
に
見
士
を
以
て
名
と
す

シ
オ
ミ
ル

城
取
の
口
傳
に
侍
る
と
な
ん
語
り
侍
る
也

一
云
此
櫓
乃

下
に
も
塩
を
貯
へ
置
れ
し
故
に
当
時
塩
櫓
と
云
也

両
説

是
非
を
知
ら
す

南
門



＝
（
ぎ
ぼ
し
・ぎ
ぼ
う
し
ゅ
）
建
築
物
の
高
欄
や
橋
の
頭
部
を
飾
る
宝
珠
形
の
装
飾
金
具
。
瓦
・石
ま
た
は
木
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
も
の
も
あ
る
。

擬
寶
珠

*1

＝
青
梅
矢
倉
、
青
海
楼
と
も
い
う
。

青
貝
櫓

*2

＝｢

公｣

と｢

卿｣

の
ど
ち
ら
か
一
方
が
衍
字
で
あ
ろ
う
。

公
卿

*3

＝
足
利

代
将
軍
義
輝
。
永
禄
８
年
没
。
法
号
「
光
源
院
殿
贈
一
品
左
相
府
融
山
道
圓
大
居
士
」。

光
源
院

*4

14
＝
「萩
古
実
未
定
之
覚
」
で
は
「嘯
嶽
日
僻
虎
大
禅
師
」と
あ
る
。

嘯
兵
衛
席
大
禅
師

*5
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大
手
の
門
を
云
り

事
ハ
明
白
也

月
見
橋

檻

月
見
門
の
前
に
有
故
に
月
見
橋
と

云
り

欄

闘
幾
美
乃

波

之

欄

干

【
３
９
頁
】擬

寶
珠

等
有
り

ギ

ボ

シ*1

青
貝
櫓
*2

南
門
の
西
深
野
町
の
北
に
阿
り

海
手
の
櫓
也

城
州

山

城

国

伏
見
の
屋
形
の
青
貝
門
を
解
て
此
櫓
に
入
置
れ
し
と
也

伏
見
の
屋
形
と
申
ハ
太
閤
秀
吉
公
伏
見
の
城
に
御
座

せ
し
比

前
黄
門
輝
元
公
卿

の
屋
形
も
彼
地
に
有
し
に

コ
ロ

*3

秀
吉
公
此
屋
形
に
渡
御
し
給
ふ

其
時
に
造
修
せ
ら
れ
し

門
な
り
と
云
云

後
に
彼
門
当
地
の
龍
昌
院

建
門
と
云
云

タ
ツ
ル

ニ

亦
当
家
を
屋
形
と
称
す
る
事
ハ
輝
元
卿
の
時
に

公
方
光
源
院

義
輝
公
よ
り
御
諱
の
字
并
屋
形
の
号
を

*4

賜
ふ
所
な
り
と
云
云

【４
０
頁
】

武
庫往

古
の
蔵
元
也

後
に
天
和
年
中
當
庫
を
爰
に
移
し
て

大
小
の
武
具
を
蔵
む
る
所
俗
に
武
具
方
と
い
ふ

厩
武
庫
方
の
西
隣
な
り

八
間
櫓

武
庫
の
西
に
有

此
櫓
の
間
数
南
北
八
間
有

此
故
に

号
す
と
云
云

西
の
門

厩
の
北

洞
春
寺
之
東
脇
に
阿
り

義
ハ
明
也

洞
春
寺
号
正
宗
山
洞
春
寺

【
４
１
頁
】西

丸
の
西
に
阿
り

当
寺
ハ
藝
州
高
田
郡
吉
田
村
に

草
創

禅
宗
臨
済
派

を

嘯
兵
衛
席
大
禅
師
*5

開
山
始
祖
と
す

旧
跡
今
に
吉
田
村
に
阿
り

後
に
同
国

廣
嶋
の
城
下
の
川
西
の
地
に
移
す

今
も
そ
の
地
を

洞
春
寺
村
と
云
是
也

慶
長
年
中
に
当
城
を
築
給
ふ

の
時
に

又
爰
に
移
し
て
伽
藍
造
建
し
給
ふ

山
を
正
宗




